


構築されたと考えられ、その麗絶後に掘立柱建物集落

が営まれると推測される。これらの集落跡は、今回の

調査区の南側に広がって行くものと思われる。

(草津市教育委員会藤居期)

2.泥除け付き広鍬が出土
きのかわちょう

草津市木川町

泥除け付き広鍬

JlI町地先に所

在する。向遺

跡は、前年度

までの調査で、

弥生時代後期

後辛から古墳

時代前期およ

び中世の遺構

や遺物が確認

されている。

今回の調査

は、

に伴う

査で、調査面

積は6，000ば

である。主に

弥生時代後期

から古墳持代

前期と鎌倉時

代の遺構や遺

物が確認され

た。前者には、

井戸、方形周

溝墓、土坑、

溝などがある。

井戸は、!日地形の微高地から低地への変換点に20碁以

上造られている。それらは、木器や木器の未製品が出

土するもの、自然の巨木が出土するもの、大量の土器

が投棄されるものや井戸の底から完形の土器が出土す

るものなどカまある。

泥除け付き広鍬が出土した井戸は、調査区の中央付

近に位置する直径約 2m、深さ75cmを測る円形の井戸

である。鍬はその中に投棄されるような状況で出土し

た。広鍬の柄の長さは残存長65cm、広鍬部分は長さ26.5

cm、残存I~富16.5cm、泥除部分は長さ 24.5cm、 i幅25.5cm

を測る。泥除け板が広鍬に装着した状態で出土した例
かきゅうひら

は、指同市那珂久平遺跡に次いで全国で 2例目であ

り、近畿地方においては最初の例となった。古代の農

耕呉の変遷を考える上で貴重な発見であるといえる。

方形周溝墓は、!日地形の微高地東側に相当する部分

に集中し、 10基以上存在している。慕の主体部は、後

世の削平によってすべてなくなっており、区画する溝

のみを確認した。これらの周溝墓は、 5m四方から16

m四方までの大きさである。この中には、縄文を施文

した特殊な警を供献したものなどもある。

今回の調査で検出した遺構や遺物は、湖南地域の弥

生時代末頃の集落を考える上で重要な成果であったと

いえる。(腕滋賀県文化財保護協会中村健二)

3.郡寵級の宮謝遺跡の一部かてはら

栗東町平原口 平牒遺跡

手原遺跡は、 ]R草津線子原駅周辺に広がる、縄文時

代から中世にいたる複合遺跡である。遺跡周辺には正

南北方向の地割が広がっている。十数年来実施されて

いる発掘調査では、古代から中世の掘立柱建物群が発

見されている。

1995年 7月から10月にかけて、民間の造成工事に伴

なし)856m2にわたり実施された発掘調査では、縄文時代

から中世の遺構・遺物が出土した。

発見された遺構のうち、古代のものには、掘立柱建

物・塀・井戸・土坑がある。掘立柱建物は 5棟みつか

っており、 3期の変遷が考えられる。建物の規模は 6

間x2問、 7間x2間などの桁行が長いもので、ほか

に柱掘り方が1.2mを測る東西棟が部分的にみつかっ

ている。塀は14間 (30m)以上におよぶ東西方向のも

のである。これは何らかの区画施設と考えられる。井

戸は素掘りで、掘り方の直径が230cm、検出面からの深

さは約1l0cmでトある。須恵器杯護・身'Eiまなどが出土し

ている。

中世のものには、掘立柱建物が 4棟以上発見され、

3時期の変遷が考えられる。柱穴および周辺の包含層

から出土した土師器@黒色土器等の遺物から、 12世紀

から13t世紀の集落であると考えられる。

今回明らかになった古代の遺構は、奈良時代後半を

古代の掘立柱建物群
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特異なものである。本調査は面積は狭いものの比較的

まとまった遺物の出土をみたことで集落の広がり等を

考える上で成果を得たといえる。

(例栗東町文化体育振興事業問佐伯英樹)

6.安養寺山麓で布留式併行期の竪穴住居と土坑を検出
あんようじ あんよう じ

菓東町安養寺安養寺遺跡

本調査は近江最大の河川である野洲川が形成した沖

積平野を望む安養寺山麓標高約116m'"'-'211mに位置す

る。この安養寺山では名神高速道路建設の際、初期罵

異を副葬した新開 1号墳をはじめとする複数の中期古

墳が発掘され、安養寺古墳群として著名でトある。その

うちの山寺屋敷古墳は本調査地の同一尾根上に所在し

た。調査は宅地造成に先立ち 5月8日から 7月31日の

問、約1，200ぱの面積でト実施した。調査区は溜池を狭み

約 5mの高低差があり、上段の南側に接し名神高速道

路が通過している。遺構は 4世紀後半の竪穴住居 l棟、

土坑 1基、 7世紀末から 8世紀の竪穴住居 3棟、掘立

柱建物 3棟、 13世紀から16世紀の土坑、掘立柱建物、

満を検出した。布留式新段階併行期の竪穴住居は 1辺

約4.5mで、東端に方形の貯蔵穴状土坑を持つ。主柱穴

は認められないが壁溝内に小柱穴が密に認められた。

竪穴住居の東側 2mには直径 2m、深さ25cmの土坑

が存在する。埋土は炭と焼土を多く含み、饗や小形丸

底壷などの土器と供に炭化した桃核が25点ほど出土し

た。布留式イ井行期には沖積地に岩畑遺跡や辻遺跡等に

集落が営まれており、その奥津城である丘陵地からの

住居跡は初例であり興味深い。

その他15'"'-'16世紀の遺構では写真の手前と中央(切

られているのが布留式期の住居)に長方形の土坑がみ

えるが伴に約 4X2m、深さ1.3mの規模で手前の土坑

流入土の炭層からは硯片、漆器椀、青磁器、香炉の他

多量の鉄釘が出土した。調査地の東には1487年に足利

義尚が布陣した安養寺が所在し、当地は小字山寺屋敷

からその塔頭の存在が考えられており、これら土坑の

調査地上段の遺構兜措状況

{也にも五輪塔や瓦の出土をみており寺院関連施設の存

在した可能性は高まったといえる。

(側)栗東町文化体育振興事業団佐伯英樹)

7 .弥生時代の木枠組井戸
のあぜよこ まくら

守山市守山町ニノ畦・横枕遺跡

二ノ畦・横枕遺跡は過去に26回の調査がおこなわれ

てきており、弥生時代から古墳時代にかけての複合遺

跡であることがわかっている。なかでも弥生時代中期

末の段階には、竪穴住居が40棟以上、掘立柱建物が 3

棟程検出され、 集落の周縁にはi幅4m、深さ 1'"'-'2m

の環濠が堀られていることが明らかになっている。今

回の調査地は、その環濠集落の内側東端部分に位置し

ている。検出された遺構には、竪穴住居12棟、掘立柱

建物 1棟、井戸 3基等がある。検出された井戸のうち

1基は素掘りのもので、残りの 2基には井戸の最深部

分に木枠が施されていた。木枠組の井戸について、こ

こでは仮に井戸Aと井戸Bとして記述する。井戸Aは

井戸口の部分で直径3.1mX3.7mの円形で、深さは2.9

mを測る。底の部分には、 16枚の縦板が打込まれ、そ

れが内側に崩れないように横桟(析形に板材を組んで

いる。)で固定されていた。縦板は、柾自に木取りされ

ており、きわめて保存状態の良いものである。出土し

た縦板材 2本を年輪年代学により分析した結果、その

2本がともに紀元前97年に伐採された板材(辺材部分

が完存)であることが判明した。井戸Bは、井戸口は

直径約 3mの円形で、深さは3.2mを測る。底の部分に

は、縦板が9枚垂直に打込まれた状態で存在し、横桟

は残っていない。板材はかなり傷んでいたが、その内

の一枚を分析した結果、紀元前60年に伐採された板材

であることが判明した。井戸Aについては、木枠内塩

土中より畿内第IV様式後半代併行の鉢(牽)破片が出土

し、井戸Bについては、最下層と木枠の裏込め土中よ

りIV様式末の壷や警の破片が出土した。いずれも弥生

時代の暦年代を考察するうえで重要な資料を提示した

こととなる。

紀元前97年の年代が出た井戸枠(井戸A)
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